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Abstract  

Thepurposeofthispaperistoexamineeffectsandproblemsofthe｛GrainforGreen’projectofChina，  

Which progressedhalfwaythroughthe onset，from theviewpointsboth ofecologicalrecovery and of  

Changesinlanduseaswellasruralsubsistenceeconomy．The‘GrainforGreen’projecttriesforecological  

recovery oftheupperreachesofthe Huang－Heand the Yangtze River，by prohibition ofgrazingand  

transformationofcultivatedfieldsinsteepslopesinto afforested areas．Thisproject aims at not only  

ecologicalrecoverybut alsoruraleconomicdevelopment，becauseimprovement ofpeasant economyis  

regardedasa keyforfuturesustainability oftheforests．The authorsusedremote sensing analysis to  

examinetheextentofecologicalrecoveryaftertheonsetoftheprojectontheonehand，andconducted  

intensivefieldresearchinBeisongtaVillage，AnsaiProvince，Shanxitoinvestigatetheextentofchange  

Oftraditionallanduseandsubsistenceeconomyontheotherhand．Theresultofremotesensinganalysis  

Showedmarkedrecoveryoflandcover，thatindicatestheeffectofafforestationandtheprohibitionof  

grazing．Thoughpeasantsubsistenceeconomyweregreatlyaffectedbytheprohibitionofsheepandgoats  

grazing and decrease of cultivatedland，hothouse cultivation which started at the same time as the  

project，SeemStOmakeupforthemsofar．  
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舎飼いを奨励した．   

退耕還林に関しては，プロジェクト初期の段階からいく  

つかの簡潔な報告が見られる．飯塚（2001）は，主に中国  

の公式報道記録の検討を通じて，西部開発が中国の国家事  

業として開始されるに至る政策的背景と，西部開発のなか  

での退耕還林政策の位置について明らかにし，さらに飯塚  

（2002）では，退耕還林に焦点をあてつつ初期の実施状況  

について報告をおこなった．一方，片岡（2004）は，退耕  

還林政策の法制度的な側面について検討をおこなってい  

る．  

1（まじめに  

中国の沿海地域を中心とする経済発展はめざましいが，  

一方でそれは中国中部・西部などの内陸地域と東部沿海地  

域の経済格差となって表れている．その大部分が貧困な農  

牧地域とされる西部において，未開発な資源への集中的な  

開発投資を促すとともに，沿海地域と西部地域の地域連関  

関係を強化することによってこの経済格差を解消すること  

を目指して，「西部開発」が国家的事業として2001年から本  

格的に始まった．西部開発の対象地域となったのは，6省  

（四川，貴州，雲南，駅西，甘粛，青海），5自治区（新彊，  

チベット，内案古，寧夏，広西），1直轄市（重慶）である  

（図1）．   

西部開発における重点方針は主に3点に集約される（小  

島2005）．すなわち，交通・通信などのインフラ整備，農  

村振興と貧困の解消，そして生態環境の回復と保全である．  

単に農村を開発し経済発展を目指すだけでなく，生態環境  

の回復と保全を重要な柱として掲げているところにこの西  

部開発の大きな特色があり，中国政府の国内環境問題に対  

する危機感を表しているといえる．西部地域の多くは乾  

燥・半乾燥地域で農業生産性は東部に比べて低く，干ばつ，  

水害，土砂嵐，土壌侵食などの災害にしばしばみまわれる  

ところも多い．また新彊や内蒙古の一部では，砂漠化が危  

ぶまれている．さらに，これらの問題は西部地域に完結し  

ているわけではなく，黄河や長江などの大河の流量減少や  

黄砂による被害などの形で，東部の環境問題にも反映して  

いる．   

このような背景のもとに，1999年から試行的に実施きれ，  

2000年から本格的に始まったのが退耕還林政策である．こ  

れは，急傾斜地や乾燥度の高い地域など，自然環境への負  

荷が大きいと考えられる土地の農耕や放牧をやめさせて，  

農牧を放棄した土地には植林し，劣化したと考えられてい  

る生態環境を回復させようというものである．プロジェク  

トは二つの五カ年計画（2001～2005年の第一期，2006～2010  

年の第二期）によって実施が計画されている．植林に関し  

ては，10年で3，200万ha（日本の国土面積の8割以上に相当  

する）の新規造林を目指すという，桁違いにスケールの大  

きなプロジェクトである．植林をしてから5年間は，そこ  

を耕作した場合に得られる収穫量に相当する食糧（コムギ  

やトウモロコシなど），またはそれに相当する現金を支給  

し，同時に植林の管理料を支払う．同時に，退耕還林の対  

象とならない傾斜地の畑についても，政府が貸し付けをお  

こなって土壌流出防止を目的とする段炬の造成を大規模に  

おこなった．植林は水源洒養のための生態林と果樹などの  

収穫を目的とする経済林に分けられ，生態林が8剖以上で  

なければならないとする．そして，、家畜の放牧は禁止して   

8  

図1 西部開発の対象地域  

出所：筆者作成   

現地調査に基づく報告としては，大島・後藤（2003）が，  

山西省呂梁地区における調査をもとに政策初期の状況につ  

いて検討をおこない，環境保全としての植林は順調な滑り  

出しを見せつつも，退耕還林のもう一つの狙いである農村  

経済開発に関しては大きな課題が残されていると指摘し，  

アンバランスを是正する必要を強調している．また関・向  

（2003）は，貴州省静西県の村落調査にもとづいて報告を  

おこない，退耕還林政策のトップダウン的な実施過程から  

生じる問題点を指摘した．関らは調査村の植林地における  

間作と苗木の活着率の関係を例にとり，現地村民のこ－ズ  

を把握することによって植林政策の成功が促進され得ると  

いう提言をおこなっている．   

最近では，退耕運林プロジェクトの前期・後期の移行期  

に．あたる2005年以降のデータを加えた報告もあらわれはじ  

めている．向・関（2006）は，前述の貴州省に駅西省延川  

県の調査データを加えて政策と農村経済の推移を比較検討  

し，放牧禁止による家畜経済の打撃や貧富の差の拡大など  

の進行を指摘しつつ，NGOの仲介をへた農村開発の可能  

性を指摘している．また大島（2006）は，前述の山西省呂  

梁地区の経済状況が退耕還林進行後も芳しくないことを報   
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告する一方で，駅西省では環境保全と農村開発が比較的良  

好に進行している事例も見られることを指摘した．   

これらの報告にもとづいて留意すべき点として，（1）退  

耕還林政策の実施期間半ばに至り，環境保全・農村開発両  

面において，プロジェクトの成否を判断するための材料が  

見え始めてきたこと（2）プロジェクトの成否には地域差が  

見られ，とりわけ退耕還林によって変容を余儀なくされた  

伝統生業経済が，政策後の経済開発とうまく接合しうるか  

否かが成否に影響を与える可能性が高いと考えられるこ  

と，があげられる．本稿ではこの点をふまえて，現地調査  

による生の資料の提示を中心として，退耕還林政策前後の  

土地被覆と農村経済の変化につし）て報告し，プロジェクト  

の成否を決定する要因について検討する．著者らは2005年  

から2007年にかけて駅西省の一村落におし）て三度の現地調  

査をおこない，土地利用に関する詳細な調査をおこなうと  

ともに，衛星データを用いて政策前後の土地被覆変化を実  

証的に検討してきた1（佐藤2007；佐藤・縄田2006；写真  

1～3）．それらのデータの提示を主な材料として，政策に  

よる成果と問題点を解明する手がかりとする．  

本稿の今ひとつの目的は，伝統的な土地利用，土地分類，  

栽培技術などに関する記載をおこなうことである．後述の  

ように，本稿で扱う黄土高原地域は，アワ・キビ農耕の起  

源地に近いと考えられ数千年のうちに蓄積された農耕技術  

が残存する地域であるが（小林2000），退耕還林政策にと  

もなう大規模な土地改変によって，伝統的な作物や家畜の  

一部は姿を消し，それによって一部の農耕技術も急速に失  

われていく可能性がある，退耕還林に関して，伝統技術の  

視点からの調査報告は多くはない．こうした技術のクロノ  

ロジカルな変化を正確に跡づけることは困難であるにして  

も，現時点で保持されている技術を記録しておくことは価  

値のあることと思われる．   

以下，まず次章において，退耕還林政策と調査村の概要  

について示し，退耕還林前後の土地被覆変化に関する評価  

について述べる．続く3章では調査村の土地利用と伝統的  

農業技術について詳述し，さらに4章で退耕還林前後の経  

済変化について検討する．  

写真3 農作業にむかう農夫  

2 安塞県高橋郷北宋塔村と  

退耕還林プロジェクト   

2－1調査村の概要   

調査地の駅西省安室県高橋郷北宋塔村は，延安市北西の  

北緯36度40分，東経109度12分に位置し，延安市からは車で  

およそ1時間の距離にある（図2，図3，写真4）．年間降  

水量は約500ミリで，アワ，キビを中心とする維穀の天水栽  

培限界に近く，伝統的には斜面の畑での雑穀農耕と，ヤギ，  

ヒツジ，ウシ，ロバ，ブタなどの牧畜がおこなわれてきた．  

図4の衛星画像にみるように，延安市付近を境に，南北で  

植生が大きく異なる．植生が比較的豊かな延安市以南では，  

リンゴ栽培が盛んにおこなわれ名産地として知られるが，  

北宋塔村を含む以北地域では商品作物としてめリンゴ栽培  

は盛んではない．この駅北地域は，第二次大戦時には毛沢  

9   

写真1 村地図を用いた北宋塔村での聞き取り  

写真2 耕地の踏査  
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東率いる人民解放軍の根拠地として知られ，また平坦地の  

乏しし）この地域では，ヤオトンと呼ばれる黄土の斜面を掘  

り抜いてつくられる洞窟式の住居に住むことでも知られて  

いる（写真5）．  

写真5 北宋塔村のヤオトン（洞窟）武佐居   

北宋塔村は22世帯，95人が住む小さな自然村である（2005  

年現在）2．若い層の多くは出稼ぎにより村外に出ており，30  

代以下の人口は相対的に少ない．   

村内の植生調査によって確認された植物を表1に示した  

（写真6～10）．あらたに造成された植林地をのぞいて，中  

高木の優先する森林はきわめて少なく（図5に点在する樹  

木が確認できる），乾燥に強いキク科草本の貴需（Aγお∽ね一  

ぬα乃乃〝α）が自然植生としてが優先する．  

囲2 映西省と調査地の位置（等値線は年間降水量）  

出所：駅西省計劃委員会・駅西省測絵局（1999）をもとに  

筆者作成  

写真6 急斜面に分布する黄蕎Aγ′g〃7ね衰α乃乃〝α   

写真4 北宋塔村へのアプローチ  

10  
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表1 北宋塔村で観察された主な植物  

中 国 名   科  名   学  名   カテゴリー   植林・植草種と  
しての利用   

刺椀   Leguminosae   斤0∂オ乃ぬβざg〟（わαCαざブα   中高木   ○   

小叶楊  中高木   （⊃   

柳樹   Salicaceae   5α放車．   中高木   ○   

〃妙呼ゐαg  

γゐαプ刀ク7∂ブdβSざ〟占紗．  

沙辣   Elaeagnaceae    S才乃ビア官ざね   濯木   ○   

木宇（丁）条  漕木   ○   

狼牙刺  潅木   ○   

紫花曹帝   Leguminosae   〟gd才c喝■05αff〃α   草本   ○   

沙打旺  草本   ○   

柾柳（カンリウ）   Asclepiadaceae  月ヲγ少わcαS¢Z〟研   滞木  

黄萬   Compositae   Aプ′ね細流滋zα椚祝∽   草本  

鉄柾萬（tiegahao）  草本  

扁禾木（piannamu）  潅木  

杜李（トゥーリー）  中高木  

核桃   Juglandaceae  加わ邦Sγとg由   渚木   ⊂）   

出所：現地調査により筆者作成  

写真8 刺塊（こセアカシア）β0∂才〝∠〟♪ざg〟ゐαCα∫7α  

写秦7 柳樹（ヤナギ）5αJ玩痴．薪炭材にされるため枝は  

萌芽再生している．  

写臭9 沙娘〃拗ゆ払＝勉附加ぬ  

11   
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図3 北宋塔村の南方からの鳥取図  

出所：GoogleEarthによる  

図4 LANDSAT－TM画像で見た廷吏および調  

村周辺  
（図中の小さな正方形で囲まれた箇所が調査村．  

色の濃いところは植生の潰さを表す．）  

出所：原図はLANDSAT－TMデータ  

図5 QuiGkBird画像による北宋塔村  

（下の画像は，現地調査によって作成した耕地分布図を重ねたもの．  

耕地分類ごとに色分けされている．長方形はビニールハウス．丸いドッ  

トは住居を表す．白い部分は2007年春に新たに造成された段畑．）  

出所：QuickBirdデータを原図として筆者作成  

「  

＿ ■  
図6 北宋⊥自．．一寸周辺における地表面アルベド億の変化  

（左が1995年，右が2004年．赤色は高アルベド値，つまり植生の劣  

化した部分を示す．）  

出所：プホーオーッル作成（プホー他2007を参照）   

12   
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写異相 経済林として植えられたクルミ  写其13 ソバ  

写養11アワ  写真用 ソルガム  

写真12 キビ  写其15 pa地でのトウモロコシ栽培   

Ⅰ3  
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240畝，2002年に110畝の荒山が，2003年には19畝の斜面畑が  

対象となった．北宋塔村の退耕還林地の9割は生態林であり，  

その80％には刺塊（ニセアカシア 助∂わ7ブα♪sgαdoαCαCオα）  

の苗木が植えられた（写真8）．1999年から2005年までの間  

に，598畝（耕地248畝，荒山350畝）を植林した．これは退  

耕還林前の耕地の45％にあたる．退耕還林に対する農民へ  

の補償として，植林地1畝あたりに上述の食糧または現金  

支給がおこなわれ，これは量的には以前の収量の倍以上に  

あたるため，ほとんどの農民はこれを積極的に受け入れた  

という．  

写素16 ダイズ  

2－2 退耕還林政策の経過   

前章で概略を述べたように，退耕還林政策は主として黄  

河・長江の中・上流域を対象とし，その生態系回復を目指  

すとともに，対象地域の農村開発を促そうとするものであ  

る．2001年から本格実施され，2010年までに3，200万ヘク  

タールの新規造林を目標としている．   

退耕還林政策の対象地域においては，原則として25度以  

上の傾斜をもつ耕地を放棄し，放棄した耕地と従来からの  

荒蕪地（荒山）をあわせて植林（乾燥地や植林の不可能な  

土地では植草）をおこなう．   

退耕還林政策の対象地域では，植林とともに放牧を禁止  

し（封山緑化），舎飼いを奨励する．黄河と長江の中・上流  

域の多くが降水量の少ない半農半枚地域で，ヤギ，ヒツジ，  

ウシなどの放牧を伝統的な生業としてきたことを考える  

と，放牧の禁止は必然的に大きな生業変容を促すことにな  

る．   

以上のような生業への制約に対して，政府は様々な方法  

で農民に対する援助をおこなうことで対処している．植林  

のために放棄された耕地に対しては，穀琴勿または現金を支  

給し（以糧代賑），同時に植林地の管理料（年当たり20元）  

と苗木現物または育苗費用（50元）を支給した．調査村の  

北宋塔村の場合，1畝（6．7アール）あたり160元が支給さ  

れた．これらの支給は，生態林で最低8年間，経済林では  

5年間続けられ，その後は退耕還林の成果の評価に応じて  

判断されるものとなっている．また，転換された植林地の  

樹木は70年間個人の資産として管理経営することが保証さ  

れている（大澤2005）．   

北宋塔村では，1999年未より退耕還林政策が着手された．  

25度以上の傾斜地にある耕地を植林地とし，1畝あたり90  

本を基準とした植林をおこなった（写真17）．まず1999年末  

に斜面の畑31畝が退耕還林の対象として植林され，続いて  

2000年には198畝が退耕還林地となった．さらに2001年には   

14  

写真1丁 退耕運林による植林地  

退耕還林と同時に，政府は25度未満の傾斜地の耕作地に  

ついて，あらたに段畑をつくる造成工事をおこなった（写  

真18，19）．これは土地当たりの収量をあげるとともに，土  

7流出を防止することを狙いとするものである．さらに農  

村の経済振興を目指して，農業局は退耕還林地におけるビ  

ニールハウス栽培の導入を奨励した（写真20，21）．ビニー  

ルハウス建設費は低利子による融資としたため，多くの農  

民は積極的にこれを利用し，現在ではハウス栽培野菜が出  

稼ぎと並ぶ主要な現金収入源となった．  

写裏18 288丁年に新規造成された段畑   
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使用し，植物量の増減を近似的に表す地表面ア／レベドとい  

う指標を用いて二時期の土地被覆変化を見たところ，明か  

な植生量の増加が確認できた（図6）．現地観察によっても，  

新規植林地の活着状況には土地ごとの条件による違いはあ  

るものの，現在のところ順調に生育しているところは少なく  

ないようである．また，放牧を禁止したことによる効果も  

大きいと思われる．植林に関しては，退耕還林プロジェク  

トによってまずまずの効果が認められるといえるであろう．   

しかしながら，プロジェクトの成否を検討するにはさら  

に別の側面をあわせて見る必要がある．退耕還林が生態系  

保全と同時に農村振興を目指すものである以上，農村経済  

にとって退耕還林がどのような意味を持つのか，どのよう  

な変化をもたらしたのか，伝統的な生業を含む農村経済に  

どのような影響を与えたのか，そして農民自身はこのプロ  

ジェクトや植林地をどのように評価しているのか．耕作放  

棄と植林地管理に対する補償がおこなわれている間は農民  

も積極的にプロジェクトを評価するかもしれないが，長期  

的にみたこのプロジェクトの成否については，伝統的生業  

がどのように変わったのかをおさえた上で，農村経済が家  

計レベルでどのように変わったのかを知る必要がある．以  

下では，それらを順番に記述・考察していくことにする．  

写寅19 新しい段畑と，そこから斜面に流れる黄土  

3 北宋塔村の伝統的土地利用・農業技術とその   

変化   

3－1耕地の分類   

北宋塔村で村長ほか数人の男性から聞き取った土地分須  

をまとめたのが表2である3．これらは大きく分類すれば，  

（1）傾斜地に造成された段畑を示すもの（2）尾根上の畑も  

含め，段畑化されていない傾斜地の畑を示すもの（3）谷底  

の畑，に分けることができる．  

写革2日 ビニールハウス  

表2 耕地の分類  

pa地   谷底に土砂を堆積させて造成した耕  

地．70年代に人民公社によって盛ん  

につくられた．主にトウモロコシを  

栽培する．   

台地   ブルドーザーで造成される新しい夕  

イプの段畑．   

梯田   伝統的なタイプの狭い段畑．   

山地（山上耕地）  山頂に近い尾根上の耕地．披地に含  

まれるとする人もいる．   

披地   尾根筋の傾斜面の耕地．   

gou湾地   谷筋の湾状に傾斜した耕地．   

塔地   披地の裾の部分にあたる耕地．披地  

に含まれるとする人もいる．   

写真21ビニールハウス内部（トマト栽培）  

2－3 退耕運林前後の土地被覆変化   

退耕還林政策によって，実際に土地被覆に目立った変化  

は見られたのであろうか．著者らは現地における植生調査  

をおこなうと同時に，衛星データを用いて調査地域周辺の  

退耕還林前後の土地被覆変化の分析を試みた（プホー他  

2007）．1995年と2005年の二つのランドサット衛星データを  
出所：北宋塔村における聞き取りにより筆者作成  
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（1）のカテゴリーは，「梯田」と「台地」に分けられる．  

前者は主に文革期に造成された旧式の段畑で，奥行きが4  

～5mの狭いものをさす．後述のように，退耕還林に伴い  

新規の段畑が大規模に造成されたため，このタイプの畑は  

現在はほとんど見られなくなった．これに対して「台地」  

は，退耕還林に伴って造成された，新しいタイプの段畑を  

さす（写真22）．奥行きは7～12mが標準で，従来のものに  

比べると広い．  

（2）のカテゴリーは，大半が傾斜地である村の農地のなか  

で，伝統的にもっとも重要な部分であり，アワ・キビなど  

の雑穀をはじめジャガイモ，ダイズ，冬コムギなどの自給  

作物が栽培されてきた．「山地（山上耕地）」は，山頂部や  

標高の高い尾根上の耕地を示す。山地の多くは集落から離  

れた場所に位置するため，しばしば休閑され，放牧地とし  

て利用されてきた．4～5年雑穀やジャガイモ，ソバなど  

を耕作して，2～3年休閑して放牧するのが典型的なパ  

ターンだったという．「披地」は広く尾根上から谷に至るま  

での傾斜した耕地をさす．また，「gOu湾地」4は，同じく尾  

根上から谷に至る傾斜地のなかで，谷筋に近い湾状の土地  

につくられた耕地である（写真23，24）．山地，境地，gOu  

湾地のうち，急傾斜地は退耕還林地とされ，緩傾斜地の多  

くは台地に改変されたため，現在このカテゴリーの耕地は  

わずかである．  

（3）のカテゴリーの土地は「pa地」5と呼ばれているが，こ  

れは70年代（主に74～75年）の人民公社時代に谷底を流れ  

る河川をせき止めて人工的に土砂を蓄積することによって  

造成した畑である（写真15）．土7水分の多いこの耕地では，  

ほとんどトウモロコシ，モロコシ（ソ／レガム）が栽培され  

る．なお谷底の土地で耕地にならない場所の多くは放牧地  

として使われ，「gOuWa地」6と呼ばれる．  

写養23 急傾斜のgou湾地に栽培されるキピ  

写真2ヰ 急傾斜のgou湾地にキピを播種する農夫  

3－2 伝統的農耕技術と作付け体系   

アジア全体のなかで見ると，日本列島を含むユーラシア  

大陸東緑部から東南アジアにかけてのアジアモンスーン地  

域は，農耕地理学的にきわめて生産力の高い地域であると  

いえる．日本，中国南東部，東南アジアにかけて，豊かな  

植生に覆われた地域が広がっている．対照的に，中国の中  

央部，西安あたりを境にして，その西側，中国西部から西  

アジアにかけての地域は，植生がうすく乾燥度のきわめて  

高い世界である．日本とは対照的なこれらの世界は，中国  

文明発祥の地をも含んでおり，アワやキビのような雑穀の  

栽培起源地もこの中にあるとされている．この中央～西ア  

ジアに近い地域は，日本や東南アジアのような湿潤地域と  

は全く別の体系に属する乾燥地農耕技術を古くから発展さ  

せてきた．本稿の調査地域である駅西省の延安周辺地域は  

そうした地域のひとつであり，黄土高原にも地域差はある  

ものの，現在でも村で営まれている農耕や牧畜は，黄土高  

原の自然と人のかかわりを典型的に示すものであるといえ  

る．   

比較的乾燥に強い雑穀であるモロコシ（ソルガム）の栽   

写寮22 台地  
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表3 北宋塔村における主要作物の栽培暦  

月   2   3   4   5   6   7   8   9  10   12   

アワ  一■ ′こと  

キビ  
一■ r去〕  L                    シ〉   

コウリャン  一l■  

トウモロコシ  ′ニ  由L  

ソノ†  
一l■ ∴ご  」                  くJ   

コムギ  一■i ≒÷ 

ダイズ  一■  L  
アズキ  一l■  L  
ジャガイモ  一■ ′＝■、  L ニ、  

サツマイモ  
一d ～亡ゝ  L                    r   

ヒマワリ  ，七ち三t  L 一■  

アブラナ  ＿一■  ノ  L r  

出所：聞き取りにより筆者作成  

培限界は，降水量400mm前後であり，それより乾燥度の高い  

地域では天水農耕は不可能であるため，オアシスの津漑農  

耕や牧畜中心の生業となる．400～600mmの地域では，天水  

農耕は可能だが干ばつのリスクも大きいため，農耕と牧畜  

を組み合わせた生業がおこなわれることになる．黄土高原  

の中心部にあたる対象地域も，そのような地域のひとつで  

ある。   

農耕は，谷筋でトウモロコシを潅漑栽培するほかは，山  

の斜面や尾根上で天水でのアワ，キビ，ソバ，コムギ，ト  

ウモロコシ，ダイズ，ジャガイモなどの栽培がおこなわれ  

てきた．退耕還林政策開始後にはテラスを造成した段畑が  

大半を占めるようになったが，伝統的には30度を超えるよ  

うな急斜面でも牛やロバの撃を使って耕作をおこなってき  

た．集落から離れた山頂部などではウシ，ヤギなどの放牧  

がおこなわれてきた．   

表3に主要な作物の農耕暦を示した．冬コムギを除く作  

物は夏作であり，3～5月にウシまたはロバの黎による耕  

起をへて，4～6月に播種され，10月までに収穫される．  

ソバ，冬コムギを除く作物は1年1作である．条件の悪い  

土地で粗放的な栽培がされた冬コムギも，収穫を6～7月  

まで待たねばならないため，単作となることが多かったが，  

やはり粗放栽培に耐え昨期の短いソバを播くこともあっ  

た．黎は3月頃に一度おこなった後，播種時にもう一度お  

こなう（写真25）．夏作の作物については収穫までに除草を  

2～3回おこない，1回目の除草時に間引きをおこなう．   

アワ，キビなど自給用の主要作物は，それぞれの作物の  

特性を考え合わせた上で細かい土地条件に合わせて作付け  

された．例えば，キビは土地や施肥条件による生産性の差  

が大きく，平坦地に優先的に播くのがよいとされる。これ  

にヌ寸してアワは披地でもそれなりに生産性が期待できる．  

写真25 蟹による耕起と播種  

また，アワはマメ類の後に作付けするのがよいとされる．  

いずれの作物も連作は収量の大きな減少につながるため，  

ほとんどの場合は輪作される．輪作はやはり土地条件を考  

慮しつつ，アワ，キビ，ダイズ，アズキ，ジャガイモを中  

心として組み合わせられる．筆者らは2005年から2007年ま  

での3年間，全耕地（361筆）の作付けを観察によって記録  

した．その結果，段畑で耕作される自給用作物のほとんど  

は輪作されていること，キビのみが連作されるケースが見  

られることがわかった．   

ほとんどの畑で化学肥料が使われるが7，施肥に敏感なキ  

ビ栽培とどニールハウスでの野菜栽培においては有機肥料  

（堆肥）が使われる（写真26）。堆肥は家畜の糞，人糞を用  

いて作られるが，退耕還林によってヤギ・ヒツジの頭数が  

激減した現在は，ヒツジの糞は町で購入したものが使われ  

ている．ビニー ルハウス栽培は退耕還林にともなってあら  

たに導入されたもので，調査村における農村経済開発の目  

17   
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までも実践されていることがわかる．もちろん，それは古  

代と全く同じ技術というわけではなく，同時に彼らは新作  

物を導入したり，また近年ではテラス耕作やどこ－ルハウ  

ス栽培の導入といったように，絶えず伝統技術に新しい改  

良を加え続けている．今日の黄土高原の農耕は，蓄積され  

た伝統知識と，土地の人々による絶えざる日常の「圃場実  

験」の合作なのだといえるだろう．  

玉となるものである．トマト，トウガラシ，キュウリ，イ  

ンゲンマメなどの商品作物を年2回栽培し，収穫物は直接  

市場に運ばれて販売される．  

3－3 土地利用と作付け，家畜飼養の変化   

退耕還林の前後で，土地利用は具体的にどのように変  

わったのだろうか．現地調査で入手できた北宋塔行政村の  

統計を用いて見てみたい．   

まず，1998年と2004年の比較によって，耕地のタイプ別  

の変化を示したのが表4である．ここで斜面畑に分類され  

ているものには披地，gOu湾地，塔地，山上耕地などが全て  

含まれている．これを見てまず目を引くのが，斜面畑の激  

減と段畑の激増である．斜面畑の減少分はもちろん，退耕  

還林によって放棄された分と土地改良によって段畑になっ  

た分である．披地やgou湾地などの斜面畑の85％以上は退  

耕還林によって消滅したことになる．また，退耕還林に際  

しては谷底耕地の開発もおこなわれたことがわかる．  

写其26 堆肥   

乾燥地における農耕は，いかに地力と土7水分を保持し  

つつ持続的に生産をおこなっていくかが重要なポイントに  

なる．黄土高原の雑穀農耕は，数千年の伝統技術の蓄積に  

歴史的な改良を重ねてきた，乾燥地農耕技術のひとつの粋  

を体現するものである．よく知られた6世紀の農書『斉民  

要術』は，華北の乾燥地農耕技術を体系的にまとめたもの  

で，土7水分を保持するための耕作法や地力保持のための  

複雑な輪作法などが詳細に善かれている．例えば輪作に関  

しては，アワでもダイズでも連作は厳禁であり，アワはリョ  

クトウの後に，ダイズはアワの後に，アズキはコムギの後  

に，また痩せ地に強いのがキビで，雨季入りが遅れた場合  

にはソバを播くといった具合に，その理由とともに記され  

ている．耕作法について村人に聞き取り調査をしていくと，  

この古代の農害に書かれている環境保持の知識の多くがい  

表4 北宋塔行政村における退耕還林前後の土地利用変化   

（単位：畝＝0．067ha）  

1998年   2004年   

総耕地面積   2，400   1，355   

段畑   85   709   

谷畑   100   345   

斜面畑   2，215   302   

出所：現地調査による  

表5 退耕運林前後の作付け面積の比較  

1998年  2004年   

作 物   面積（畝）  畝当生産量（斤）  総生産量（斤）  面積（畝）  畝当生産量（斤）  総生産量（斤）   

トウモロコシ   100   550   55，000   541．7   800   433，360   

アワ   204   145   29，580   130   300   39，000   

キビ   136   120   16，320   90   280   25，200   

マメ類   408   130   53，040   200   210   42，000   

ジャガイモ   680   1，000   680，000   200   1，400   28，000   

ソノ†   680   90   61，200  

冬コムギ   680   95   64，600  

合 計  959，740  595，560   

出所：現地調査による   
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次に，主な栽培植物別の作付け変化を見てみよう（表5）．  

主に谷底耕地のpa地で栽培される商品作物のトウモロコ  

シだけが生産量を大幅に増加させているが，残りの作物は  

全て減少し，ソバ，コムギはほぼ消滅し統計から姿を消し  

た．トウモロコシ以外の栽培面積の減少は，退耕還林によっ  

て耕地面積じたいが激減したためである．とくに，従来条  

件のよくない披地で冬作物として栽培されていたコムギ  

と，コムギの裏作であるソバは，披地の激減にともなって  

ほぼ絶滅した．コムギ栽培がおこなわれなくなったもうひ  

とつの背景としては，かつては穀物は自給によるものがほ  

とんどだったのが，退耕還林後は現金による補償がおこな  

われることによってコムギの購入が可能になったことがあ  

る．北宋塔村では，現在は冬作は完全におこなわれなくな  

り，コムギ栽培面積はゼロとなった．ソバについては，2005  

年に山頂部の台地でわずかに2筆分，ソバが栽培されてい  

るのが観察されたが（写真13），2006年，2007年は全く栽培  

されていなかった．それに対して，現在も主食として自家  

消費されるアワ，キビ，ダイズ，アズキ，ジャガイモなど  

は，栽培面積は減少したものの依然として台地やgou湾地  

においてさかんに栽培されている．   

表5を見ると，トウモロコシだけでなく，全ての作物で  

単位面積当たり収量が増加していることがわかる．この数  

値の信頼性の問題は残るものの，境地を段畑にしたことに  

よって単位当たり収量が増加したことが予想される．  

写真27 醍子を用いたトウモロコシの脱穀  

写真28 横臼でソルガムを製粉する  

表6 北宋塔行政村における家畜保有状況の変化  

1998年   2004年   

ウシ・ロバ・ラバ   130   112   

ヒツジ・ヤギ   1，500  

4 退耕還林前後の世帯経営変化  

退耕還林によって生業経済は大きく変化し，とくに耕地  

面積の減少とかつては主生業のひとつであったヤギ・ヒツ  

ジ頭数が激減したことがわかった．とりわけ，従来の主な  

収入源であった家畜飼養による収入がなくなったことは村  

の経済に大きな影響を与えたことは確実である．退耕還林  

政策を受け入れた村人たちは，この変化にどのように対応  

したのだろうか．   

まず，2005年に22世帯全戸の訪問聞き取り調査によって  

得た世帯経済のあらましを見る．退耕還林の補償を別にす  

れば，世帯の主要な収入となるのは出稼ぎ収入とビニール  

ハウス栽培によって得られる収入である．約3分の1の世  

帯が，出稼ぎ収入によって現金を得ている．出稼ぎ先は延  

安市の場合もあるが，高収入を期待する場合は遠隔地に出  

て石炭，石油産業などに従事する場合が多い。ある世帯で  

は，夫とその父が内蒙古で石炭採掘に従事しており，1～3  

月を除いて村に帰ることはないという．出稼ぎは収入は高  

いが家族が離ればなれになってしまうという犠牲を伴う．  
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出所：現地調査による   

家畜については，大まかなデータではあるが表6が参照  

できる．かつてはこの地域の主生業であったヤギ・ヒツジ  

飼養が，放牧禁止に伴ってそのほとんどは売却され消滅し  

てしまったことがわかる．次章であつかうように，北宋塔  

村ではかつては数百頭いたヤギ，ヒツジとも現在わずか数  

頭が残るのみである8．これに対して，もともと頭数の少な  

かったウシ，ロバは微減にとどまっている．北宋塔村では，  

現在ウシ3頭，ロバ8頭が飼養されている．畑の耕起には，  

これらのウシ，ロバが貸し借りされている．現在，多くの  

世帯で現金収入源としてブタ飼養がおこなわれている．ブ  

タ飼養に関しては以前からおこなわれており，ヤギ・ヒツ  

ジ飼養の激減によって大きな変化はうけていないようであ  

る。  
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3年ごとのプロジェクト評価をおこない検討している．こ  

れは農家世帯が積極的な開発によって経済的な自立を達成  

すれば，植林地も持続的に維持管理されるとの見込みによ  

る．プロジェクト終了後も植林地が村人によって積極的に  

保護されるか否かはまだ予想がつかないが，ビニールハウ  

ス栽培が持続的に安定収入をもたらすならばその可能性も  

出てくるものと思われる．  

これに対して，ビニールハウス栽培の導入は，村の中で  

得られる収入である．前述のように，退耕還林政策の開始  

に際して県の農業局が導入を奨励した．ビニールハウス建  

設費用には標準的なもの（長さ45～60m程度）で1基あた  

り6，000元程度，大きなもの（100m程度）では10，000元程  

度が必要となる．この建設費用は奨励政策に即して銀行が  

低利子で融資した．ビニールハウスは年あたり二期作で，  

トマト，トウガラシ，インゲンマメ，キュウリなどを栽培  

し，収穫物は農民によって主に延安市に三輪トラックで直  

接出荷される（写真29，30），化学肥料の購入費（ハウス1  

基の1作あたり300～400元）を含めて，ビニールハウスの  

維持費は年あたり5，000～6，000元はかかるが，それらを差  

し引いた純収入は年あたり2，000元～10，000元を見込むこ  

とができるという9．  

5 まとめ  

本稿では，プロジェクト期間の半ばを経過した中国の退  

耕還林政策について，伝統的に半農半牧の生業に依存して  

きた黄土高原の一村落を事例としてとりあげ，土地被覆変  

化の検証に加えて，伝統生業とその変容，変容に対する農  

家世帯の対応について記述，検討した．環境保全プロジェ  

クトとしての退耕還林は，少なくとも植物量の増加を示し  

ていることがわかり，効果が認められた．ただしその成否  

はプロジェクト終了後も持続的に森林管理がなされること  

が条件となるため，今後も継続的にモニタリングする必要  

があるだろう．   

植林地が持続的に管理されるためには，本プロジェクト  

のもう一つの目標である農村経済開発が効果をあげ農家世  

帯が経済的に自立することが必要となる．この点に関して，  

調査村落では伝統農耕・家畜飼養とも退耕運林によって大  

きな変化をうけたが，ビニー ルハウス栽培は現在のところ  

順調に収入をあげており，これが持続することによってプ  

ロジェクトも目標を達する可能性があると思われた．ただ  

しこれに関しても，市場の安定性に関しては判断材料がな  

いこともあり，その評価に関してはある程度継続的に観察  

する必要がある．   

また，農家経済の維持にはひとつの方法に特化せず様々  

なバックアップ戦略をとることが必要と思われるが，自給  

作物栽培を通して現在でも伝統的農耕知識が保存・実践さ  

れていることは，十分に評価すべきであると思われる．今  

後はさらに牧畜も含めた伝統的生業技術に関する詳しい検  

討をおこなうとともに，世帯経済の動向を追跡していく予  

定である。  
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した世帯はまだほとんどないが，野菜市場がある程度安定  

している限り，ビニールハウス栽培は農家世帯の経済に  

とって今後安定した収入を保証するものとなるかもしれな  

い．政府は退耕運林の補償をいつまで続けるかに関して，   
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注  

1 現地調査は2005年9月，2006年6月，2007年8月にお   

こなった．調査村においては，各世帯への経済，家族構   

成，生業技術に関する聞き取りの他，村内の畑の全筆踏   

査を毎回実施し，同時に村内に見られる植生の調査をお   

こなった．  

2 本稿の調査対象地域である北宋塔自然村を含む7つの   

自然村と1つの人口村をあわせた行政村も北宋塔村と呼   

ばれる．本稿では，とくに断りがない限り北宋塔村を自   

然村をさす言葉として用いる．  

3 土地分類には個人差があり，全ての分類カテゴリーが   

村民に共有されているわけではない．例えば，山地（山   

上耕地）というカテゴリーを使わず披地のカテゴリーに   

含める人もいるし，塔地というカテゴリーに言及したの   

は村長のみであった．個人差に関してはさらに聞き取り   

によって明らかにする必要があるが，ここ〔では，聞き取   

りによって言及されたカテゴリーをできるだけ広くとり   

あげた．  

4‘gou’の字は，さんずいに勾という漢字で表記される．  

5‘pa，の字は，つちへんに貝という漢字で表記される．  

6‘wa，の字は，つちへんに瓜という漢字で表記される．  

7 北宋塔村での聞き取りによれば，化学肥料は人民公社   

時代の70年代に導入された．  

8 北宋塔村での聞き取りによれば，人民公社時代には村   

内のヤギ・ヒツジ頭数は1，000頭を超え，90年代でも   

600～700頭が飼育されていたという．  

9 収入につV）ては，北宋塔村でおこなった聞き取りによ   

る．収入の額については情報提供者によって異なったが，   

もっとも客観的と思われるものを記載した．  
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